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機械式水密戸の危険について 
 

背景 

Gardには、長年にわたり船舶の機械式水密戸に関連した複数の事故の報告が寄せられていま

す。こうした機械式水密戸は、クルーズ船、RORO客船、フェリー、大型物資供給船、特殊

用途船などの水密隔壁に設置されており、電動式もしくは油圧式で作動します。特に最下層

の甲板の水密戸は油圧式であることが多く、2トンもの圧力で閉止しますが、そういった水密

戸に挟まれることによる死亡事故や人身事故が発生しています。このような事故では、水密

戸通行に関する規則が順守されていないなど、犠牲者側に何らかの過失があるケースが多く

見受けられます。水密戸に関するその他の問題としては、適切な保守が行われていない、乗

組員に水密戸操作に関する適切な教育訓練や指示が行われていない、SOLAS規則・指針が徹

底されていないなどが挙げられます。 

 

本サーキュラーの目的は、正しい水密戸操作の重要性を今一度確認いただくことで、船舶の

浸水事故耐性を確保するとともに、乗組員の皆様に日常作業における水密戸通行に伴うリス

クを再認識していただくことにあります。  

 

水密戸作動要件 

水密戸の設置される隔壁は、衝突や座礁による浸水が発生した時に船体が保護されるように

水密性である必要があります。SOLASでは船舶構造の区画化および機械式水密戸に関する規

則を定めています。 

 

SOLASでは、水密戸自体を一定のリスクであるとみなし、区画隔壁に設置する水密戸数は最

小限に留めるよう規定しています。しかし国の方針によっては規制緩和が比較的容易な場合

もあり、一つの船舶に水密戸が 30から 50、もしくはそれ以上設置されていることも珍しく

ありません。浸水の危険があるときにはこれらの水密戸を閉めなければならず、閉止操作は

ブリッジから、もしくは各設置場所で行います。原則的には船舶が海上にある時は常に全て

の水密戸が閉止位置になければなりませんが、状況によっては水密戸を開放したままで航行

している場合もあります。水密戸開閉に関する規則自体は非常に厳格であるものの、船上で

の実際の運用は規則が緩められている場合が多く、Gardでも複数の水密戸を開放したままで

航行している船舶の事例を把握していますが、これは非常に危険な行為です。 

 

非常時にはブリッジで全水密戸の閉止操作が必要な場合もありますが、その場合、区画内に

取り残されている人がいないかをまず確認する必要があります。そのため水密戸は、必要な

場合には各設置場所でいつでも個別に開放できるようになっており、また停電時にはドア内

蔵の駆動源で開閉動作を可能とするよう定められています。さらには手動ポンプで開放する

ことも可能です。 

 

現行 SOLAS規則は 1992年 2月 1日以降に建造された船舶に適用されており、水密戸作動シ

ステムに一連の安全機能を設けるよう定めています。ブリッジには各水密戸の設置場所を示

す見取り図を設け、各水密戸の開閉状態を、開放は赤、閉止は緑でランプ表示する義務があ

ります。これは、水密戸が開いていていれば船舶にとって危険な状態なので赤、締まってい

れば安全なので緑という考え方です。さらに、「ローカル制御」もしくは「全水密戸閉止」

の 2モード選択用マスターモードスイッチを設け、非常時もしくはテスト時以外は常に「ロ

ーカル制御」モードにセットするよう定められています。 

 

Gardの経験 

Gard では、水密戸が完全に開き切る前に通過しようとする人が多いことを認識していますが、

これは非常に危険な行為です。例えば、もしそのタイミングでマスターモードスイッチが

「全水密戸閉止」にセットされれば確実に人身事故につながります。マスターモードスイッ

チが「全水密戸閉止」にセットされた時点で、各水密戸は手動操作ハンドルから手を離すと

同時に閉止し始めます。さらに、水密戸は船舶の安全確保を優先して設計されているため、

戸自体に不具合がある場合にも閉止します。 
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現行 SOLAS規則の発効前には、ブリッジにマスターモードスイッチを設けておらず、一括

解放および閉止用の押釦のみを装備している船舶もありました。また赤と緑のランプで水密

戸状態を表示していても、それぞれの色がどのような状態を表すのか定義があいまいでした。

したがって、建造年代の古い船舶の場合、非常時にブリッジで水密戸を閉止する代わりに誤

って開放してしまう危険があります。 

 

各水密戸の油圧システムには流量調整弁が設けられており、開閉速度を制御しています。

SOLAS規則では、ローカル操作による開閉の場合、閉止にかかる時間は最低 20秒、開放に

かかる時間は最大 40秒と定めています。しかし事故報告によれば、これらの流量調整弁がは

るかに高速で閉止するよう設定されていたケースが多く、水密戸が閉まるのに時間がかかる

のを嫌う乗組員が調整したと思われます。こうした不正操作は極めて危険であり、また明ら

かな規則違反です。流量調整弁には十分な防護策が施されていない場合も多いため、勝手な

操作を行えないよう防護策を設ける必要があるでしょう。 

 

推奨事項  

「船舶構造の区画化と安定性」および水密隔壁ドアに関する SOLAS規則は第 3章に収録され

ています。パート B-4の規則 22では航行中は全水密戸を閉止するよう定めていますが、一部

例外事項もあります。特に客船に関しては、IMOサーキュラーMSC.1/Circ.1380「客船で航行

中開放することができる水密戸についての指針」に、各水密戸を航行中に開放してもよいか

を確認するための便利なチェックリストが収録されています。 

 

結論として、幹部船員や乗組員におかれては、水密戸に関して、以下を再認識ください。 

 

 鋼鉄製のドアが 2トンの力で閉まることのリスクを認識すること。 

 水密戸に関する全規則を確認し、指示内容には全て目を通し、常にこれらを順守

すること。 

 建造年の古い船舶の場合、ブリッジ操作盤を現行 SOLAS規則に適合するよう修正

すること。赤の表示ランプはドア開放状態を表すようにし、また、ブリッジから

の開放動作は行えないようにすること。 

 マスターモードスイッチが「全水密戸閉止」にセットされた場合、各現場の人員

にどのような危険が及ぶかを認識すること。 

 水密戸が完全に停止する前に通過しないこと。もし水密戸を開けて荷物を運びだ

す必要がある場合は、一人で行おうとせず応援を依頼すること。 

 水密戸のアラームベル、操作レバー、速度制御装置等を勝手に調整しないこと。 

 水密度は非常時に船舶を保護するためのものであるから、常に適切に保守するこ

と。定期的にメーカーの保守検査を受けること。 

 航行中は常に水密戸を閉めておくこと。 

 

Gard News207号には、機械式水密戸の危険に関する 4つの記事を収録しています。そこで取

り上げた複数の事故事例は、船舶の運航者にとって有用な教訓になるでしょう。これらの記

事は、こちら gard.noでご覧いただけます。 

 


